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無機 フッ化物卓木材防腐剤 として最 も多 く使用 されているのはNaFである｡Nこけ は軍 ク｡




重クロム酸塩の酸化はつぎの式の如 く,水素イオンに支配 されるので, 通常酸性側で使用Tさ
れるo
CruOT一一+141i'+6e-,2Cr十'++7HuO
重クロム酸塩に NaF を混合 Lた場合は,pH を上昇 させ るほか,反応生成物中 にアルカ リ
を遊離するため,重 クロム酸塩 との反応は進行 し難 く固着性が悪 くなると考えられ るr
A.PAcHOl,lK らほ, これを改良するべ くつぎの式に示すごとく,NEIF･tlFを使肝すれば好
結果かえられると述べている｡
4NaF+HL_,So l-→ 2NaF･rIF+NCl･JSO1
7,化ホウ素化合物は, フッ素 とホウ素 との両殺苗性元素を有 し, この塩の溶抽出 楼性を塁
するので,その固着性の良否は興味深い問題である｡ 7､′化ホウ素酸塩の固着機 鞘 は/)ざの式
で代表 されると考えられている｡
Na･iCru07+4Nzl〔BIT.･i(OH)〕+4Hu,0-2〔CrF.〕Na:-+4B(Oli):i+3()
筆者は上記の各事項を確認するため,重 クロム酸塩 と各種化合物の共存溶液を木材 と接触 さ
せ,各化合物の固着性について検討 し,かつ木材による童 クロム酸塩の還元力に圭J:は す pl
の影響について検討 したO
実 験 方 法
木材成分 と薬液 との十分なる接触と,木材 中 への薬液函J:=芝透の不均一性を除 くこととを考慮
して,木粉を用いる実験を行なった｡ この結果に基づき,木片を試験材料 とし闘 病効 力試験 と
の関連を考慮において実験を行なったc
















































pH t 7･8 I 6･7 1 3･7 F 6･6 3ー9
- 17-
木 材 研 究 第33号 (1964)
なお分析方法はフッ素については硝酸 トリウム滴定法, ヒ素についてはプロム酸カ リウム滴
定法,クロムについては硫酸第一鉄アンモニウムによる逆滴定法を採用した｡
実験結果および考察
木粉に対する供試液の浸潰 日数と固着量の関係は Table3 に示すとおりである｡重臣クロム
酸塩の固着は15日間の浸演でかなりの量の還元を受けるが, 10日間ではその約 1/4に達する
に過ぎず反応は非常に遅い｡ これに反し NaF では10日日で86%の固着量を示し,その反応は
急速である｢ただし重クロム酸塩の還元された畳に比べて著 しく低値であるo Table3 の結


























1. 重クロム酸塩に NaF や NaコHAsOlを混合すれば pH値は上昇 し,重クロム酸塩単独
の場合 よりも木材による Crイオンの還元畳を低下させる｡
2. 重クロム酸塩 にフッ化ホウ素化合物を添加した場合は, クロムおよびフッ素の固着性を
著 しく向上させる｡ なお NaBF｣は Na20･4BF;-よりも固着性がよい0
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07と同一 pH である Na2Cr207とNa20･4BF｡の混合物は, 固着量において後者がすぐれて
いる｡これは相互間に反応性があることによるものと考えられる｡
Table4.Amountsofcompoundsfixedonwoodpowder.(mg/woodpowderlg)








者は Na2Cr207を Table8 のごとき pH に調製し, 前記同様の木材浸漬試験を行ない,還
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Table6.Tableoft-test(Significantatthe1,oo'1evelofprobability)
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Table7.AnalvticalresultofnuorineandarsenicLIxationonwoodpieces
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1. NaF の使用は Crおよび Asの木材に対する固着量を低下させる｡
2. NaF の代 りに NaBF｡ (Sodium fluoroborate)および Na20･4BF3 (Sodium fluoro-
borax)を使用する場合には,Cr,F,Asのいずれの元素についても木材に対する固着量が増
















2.Use ofcomplex boron aurorides (NaBF｡orNa20 34BF:i)increased the
缶Ⅹation ofchromium,fluorineandarseniconwood.NaBF_.ismoreefective
thanNa20･4BF.･iOnthefiⅩation.
3.Thereductionofchromium onwood andthefixationofchromium are
increasedaccordingasthepHofbichromatesolutiondecreases.Therefore,in
thecaseofuseofchromateas丘Ⅹtantofwoodpreservatives,itistobedesired
thatpHofsolutionofpreservativesis3-5.
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